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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「元八王子」

この場所を
ご紹介します！

マイペースで
歩きましょう！

はちとぴ
観光★

―特 撰―

八王子探訪シリーズの第５回は元八王子地域。南浅川に架かる水無瀬橋
から陣馬街道沿いを歩いて切り通しまでを目指すルートと、四谷交差点
から八王子城までの高尾街道沿いを巡る２つのルートを設定しました。
八王子のルーツともいえる、元八王子地域の歴史に触れてみます。

陣馬街道
水と歴史探索コース

★元
八王
子地域

を 知る！　その１
深～く

昔
は
大
雨
で
な
け
れ
ば
流
れ
る
水
が
な

く
、「
水
無
し
河
原
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
に
木
橋
が
架
設

さ
れ
た
際
に
「
水
無
瀬
橋
」
と
名
付
け
ら

れ
た
。
幾
度
か
の
出
水
で
流
出
し
た
後
、

１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
に
な
っ
た
。

❶水無瀬橋湧
水
池
の
あ
る
公
園
。
池
の
中
に
は
入
れ

な
い
が
、
水
を
近
く
に
感
じ
、
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
近
年
は
湧
き
水
が
減
っ
て

き
た
が
、
か
つ
て
は
池
の
ほ
と
り
に
祠
が

あ
り
、
周
辺
で
ワ
サ
ビ
が
栽
培
さ
れ
る
ほ

ど
の
清
流
が
あ
っ
た
。
健
康
遊
具
も
あ

り
。（
は
ち
と
ぴ
13
号
参
照
）

❷横川弁天池公園
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あともう
少しだよ！

場所の紹介は
次のページに
続くよ

◎
「
元
八
王
子
」
の
縁
起

　

八
王
子
市
の
中
西
部
に
位
置
す
る
元
八
王
子
地

域
。
か
つ
て
の
大
楽
寺
村
、
下
壱
分
方
村
、
上
壱

分
方
村
、
横
川
村
、
川
村
、
弐
分
方
村
、
元
八
王

子
村
が
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
に
合
併
し
て
元

八
王
子
村
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
末
期
、
北
条
氏
照
は
滝
山
城
を
離
れ

て
新
し
く
城
を
築
く
に
あ
た
っ
て
、
城
の
守
護
神

と
し
て
八
王
子
権
現
社
を
祀
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

八
王
子
城
の
語
源
と
な
り
、
そ
の
城
下
町
と
し
て

こ
の
地
は
「
八
王
子
」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
八
王

子
城
下
に
は
横
山
・
八
日
市
・
八
幡
の
三
宿
が
あ

り
ま
し
た
が
、
１
５
９
０
（
天
正
18
）
年
６
月
23

日
に
八
王
子
城
は
１
日
で
落
城
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
後
、
八
王
子
の
宿
は
盆
地
に
移
転
し
、

江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
甲
州
街
道
の
宿
駅
と
し

て
横
山
十
五
宿
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

や
が
て
町
並
み
の
発
展
と
と
も
に
、
甲
州
街
道

沿
い
の
宿
が
「
八
王
子
宿
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、「
八
王
子
」
と
い
う
地
名
が
２
か
所
存
在

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
江
戸
時
代

に
発
展
し
た
八
王
子
宿
を
「
八
王
子
」
と
呼
び
、

城
下
町
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
八
王
子
を
「
元

八
王
子
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
元
八
王
子
地
域
は
古
く
か
ら
水
の
湧
き

出
る
場
所
で
し
た
。
か
つ
て
は
生
活
用
水
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
で
も
至
る
と

こ
ろ
に
湧
水
が
あ
り
、
上
流
で
は
蛍
も
飛
び
交
い

ま
す
。
一
方
で
戦
後
に
な
る
と
、
住
宅
が
建
ち
並

ん
で
人
口
も
急
増
。
特
に
元
八
王
子
地
域
を
横
断

す
る
高
尾
街
道
は
道
幅
も
広
く
な
り
、
チ
ェ
ー
ン

店
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
き

く
発
展
し
な
が
ら
も
自
然
が
残
さ
れ
た
貴
重
な
地

域
と
い
え
ま
す
。

１
４
２
９
（
永
享
元
）
年
創
建
。
の
ち
に

い
ま
の
叶
谷
町
に
移
り
、
明
治
期
に
金
谷

寺
と
合
併
、
１
８
９
５
（
明
治
28
）
年
に

現
在
地
に
移
転
し
た
。
仁
王
門
と
薬
師
堂

は
金
谷
寺
か
ら
引
き
継
い
だ
。
境
内
に
は

鐘
楼
堂
や
弁
財
天
、
多
氷
屯
倉
（
た
ひ
の

み
や
け
）
碑
も
あ
る
。

❸西蓮寺室
町
時
代
末
期
の
建
立
で
、
堂
内
安
置
の

厨
子
と
と
も
に
都
の
重
要
文
化
財
。
堂
内

に
は
八
王
子
城
攻
め
の
際
、
豊
臣
方
軍
勢

が
炊
き
出
し
で
焦
が
し
た
と
い
わ
れ
る
跡

が
あ
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
も
の
と
思
わ

れ
る
厨
子
の
中
に
は
本
尊
の
薬
師
如
来
三

尊
が
あ
り
、
60
年
に
一
度
開
帳
さ
れ
る
。

❹西蓮寺薬師堂
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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「元八王子」

か
つ
て
辺
り
に
大
き
な
沼
が
あ
り
、
鵜
が

こ
の
神
社
の
森
に
巣
を
営
ん
だ
こ
と
か
ら

鵜
森
神
社
と
い
わ
れ
た
。
１
０
５
１
（
永

承
６
）
年
に
大
阪
の
住
吉
大
社
を
勧
請
、

八
王
子
城
落
城
と
と
も
に
焼
失
し
た
。
社

殿
は
江
戸
時
代
に
再
興
さ
れ
、
拝
殿
は
１

９
８
０
（
昭
和
55
）
年
の
造
営
。

❺住吉神社

北
に
浅
川
、
南
に
城
山
川
が
流
れ
る
叶
谷

町
は
、
昔
か
ら
湧
水
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
湧
水
が
浅
川
に
注
ぐ
流
れ
は
、
か
つ

て
は
「
華
川
」
と
呼
ば
れ
、
蛍
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
樹
齢
数
百
年
と
も

い
わ
れ
る
榎
の
大
木
の
根
元
か
ら
、
い
ま

も
水
が
湧
き
出
る
。

❻叶谷榎池

１
５
４
６
（
天
文
15
）
年
、
忍
誉
上
人
に

よ
っ
て
創
建
。
八
王
子
城
の
北
東
方
向
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
城
の
鬼
門
除
け
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
た
。
参
道
脇
に
は
台

座
を
含
め
た
高
さ
１
・
９
ｍ
の
青
銅
仏
、

市
文
化
財
の
銅
製
地
蔵
菩
薩
坐
像
（
通
称

万
目
供
養
仏
）
が
あ
る
。

自
由
民
権
家
の
柏
木
豊
次
郎
邸
跡
地
だ
っ

た
泉
町
会
館
の
敷
地
に
あ
る
石
碑
。
上
部

に
「
先
覚
之
碑
」
と
大
き
な
文
字
で
刻
ま

れ
、
そ
の
下
に
は
め
込
ま
れ
た
プ
レ
ー
ト

に
は
こ
の
地
で
活
躍
し
た
先
覚
者
８
名
の

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（
は
ち
と
ぴ
40

号
参
照
）

❾
近
代
先
覚
者
の
碑

明
治
期
に
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
と
自
由
民

権
運
動
に
か
か
わ
っ
て
い
た
山
上
卓
樹
と

山
口
重
兵
衛
は
、
横
浜
か
ら
神
父
を
招
請

し
、
１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
に
聖
瑪
利

亜
教
会
を
創
立
し
た
。
多
摩
地
域
初
の
キ

リ
ス
ト
教
会
と
し
て
、
同
年
10
月
に
開
堂

し
た
。（
は
ち
と
ぴ
38
号
参
照
）

❿
カ
ト
リ
ッ
ク
泉
町
教
会

相
即
寺
境
内
に
建
立
さ
れ
た
地
蔵
堂
に
は

八
王
子
城
落
城
時
の
戦
死
者
を
弔
う
た
め

に
作
ら
れ
た
地
蔵
１
５
０
体
が
祀
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
中
の
１
体
が
古
世
古
和
子
氏

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
有
名
に
な
っ
た
ラ

ン
ド
セ
ル
地
蔵
で
あ
る
。
年
３
回
開
帳
さ

れ
る
。（
は
ち
と
ぴ
14
号
参
照
）

❽
ラ
ン
ド
セ
ル
地
蔵

　

高
尾
の
森
わ
く
わ
く

ビ
レ
ッ
ジ
は
、
閉
校
し

た
都
立
高
陵
高
校
の
校

舎
を
改
修
し
て
２
０
０

５
（
平
成
17
）
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
東
京
都

の
社
会
教
育
施
設
で

す
。
都
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
施
設

（
民
間
企
業
が
運
営
に

か
か
わ
る
公
共
施
設
）

と
し
て
、
京
王
グ
ル
ー

プ
と
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ

ル
ー
プ
が
共
同
で
運
営

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
学
校
・
青

少
年
団
体
が
８
割
。
さ

ま
ざ
ま
な
学
校
行
事

や
、
高
校
生
の
ク
ラ
ス

合
宿
、
大
学
生
の
サ
ー

ク
ル
・
ゼ
ミ
合
宿
な
ど

で
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
企
業
研
修
や
子
ど
も
会
の

利
用
な
ど
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

最
大
２
０
０
名
が
宿
泊
す
る
こ
と

も
で
き
、
年
間
３
万
３
千
人
も
の
方

が
宿
泊
利
用
し
て
い
ま
す
。
青
少
年

の
た
め
の
社
会
教
育
施
設
と
い
う
位
置
づ
け
で
も
あ
る
た
め
、
一
般
的

な
ホ
テ
ル
と
は
異
な
る
性
格
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
、
予
約
は
ネ
ッ

ト
で
な
く
フ
ロ
ン
ト
、
も
し
く
は
電
話
の
み
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

館
内
に
は
遊
び
や
研
修
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
対

応
で
き
る
多
彩
な
施
設
が
あ
り
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
ス
タ
イ
ル
の
レ
ス
ト

ラ
ン
も
併
設
。
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
や
柔
道
練
習
、
料
理
、
バ
ン
ド
演
奏

な
ど
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
週
末
に
は
屋
外
の
原
っ
ぱ
で
思
い

高尾の森わくわくビレッジひと休み
コラム

❼相即寺

▲

原
っ
ぱ
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
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１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
、
東
京
天
使
病

院
の
南
西
の
隣
地
に
開
設
し
た
キ
ャ
ン
プ

場
。
広
さ
は
１
４
０
４
３
㎡
。
利
用
に
は

市
役
所
へ
の
申
し
込
み
が
必
要
で
、
一
度

に
２
０
０
人
ま
で
が
利
用
で
き
る
。
場
内

に
は
桜
、
桑
、
栗
、
胡
桃
な
ど
の
樹
木
が

植
え
ら
れ
て
い
る
。

⓯上壱分方子どもキャンプ場

も
と
も
と
「
仏
法
山
浅
間
寺
円
乗
院
」
と

い
う
寺
院
だ
っ
た
が
廃
寺
に
な
り
、
そ
の

跡
地
に
諏
訪
下
町
会
館
が
建
て
ら
れ
た
。

１
６
９
３
（
元
禄
６
）
年
に
製
作
さ
れ
、

背
面
に
像
の
由
来
を
示
す
銘
が
あ
る
本
尊

の
観
世
音
菩
薩
坐
像
（
通
称
白
馬
観
音
）

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

⓫白馬観音

１
１
２
６
（
大
治
元
）
年
に
信
濃
の
諏
訪

大
社
を
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
戦
国

時
代
に
北
条
氏
照
が
社
殿
を
再
建
し
た

が
、
八
王
子
城
落
城
後
、
一
時
衰
退
。
１

６
２
３
（
元
和
９
）
年
に
再
興
。
毎
年
８

月
26
日
、
27
日
に
は
ま
ん
じ
ゅ
う
祭
り
を

開
催
し
、
四
谷
龍
頭
の
舞
が
舞
わ
れ
る
。

⓬諏訪神社

図
書
塚
公
園
内
に
あ
る
石
碑
。
明
治
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
教
育
者
、

平
井
鉄
太
郎
は
、
私
財
を
投
じ
て
青
少
年

の
教
育
の
た
め
に
大
量
の
図
書
を
入
手
し

た
が
、
八
王
子
空
襲
に
よ
っ
て
灰
燼
に
帰

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
悼
み
、
建
立
さ

れ
た
。（
は
ち
と
ぴ
40
号
参
照
）

⓭図書塚陣
馬
街
道
が
恩
方
地
域
に
さ
し
か
か
る
と

こ
ろ
は
左
に
急
カ
ー
ブ
し
て
い
て
、
切
り

通
し
と
呼
ば
れ
る
。
南
側
の
小
高
い
丘
の

頂
上
に
は
日
枝
神
社
が
祀
ら
れ
、
崖
下
に

は
陣
馬
街
道
の
旧
道
が
あ
る
。
大
正
時
代

に
自
動
車
交
通
の
便
を
図
る
た
め
に
丘
の

裾
を
回
る
形
で
陣
馬
街
道
を
迂
回
さ
せ
た
。

⓰切り通し

１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
開
設
。
会
議

室
、
和
室
、
体
育
室
の
ほ
か
、
地
区
図
書

室
、
調
理
室
、
音
楽
室
を
備
え
る
。
福

祉
の
つ
ど
い
、
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
、
文
化

祭
、
生
涯
学
習
活
動
な
ど
が
展
開
さ
れ
、

元
八
王
子
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

⓮元八王子市民センター

●高尾の森わくわくビレッジ
　川町55
　☎652－0911
　開館時間　 8：30～22：00  

（活動施設の利用は9：00～22：00）
　年中無休（ 定期点検や定期清掃などにより、宿泊・施設

利用ができない場合あり）
※施設利用は、まずフロントで利用登録をしてから

思
い
に
遊
ぶ
家
族
連
れ
も
多
く
訪
れ

ま
す
。
ま
た
、
個
人
か
ら
団
体
向
け

ま
で
体
験
で
き
る
１
０
０
種
類
以
上

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
て
、

特
に
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
飯
盒

炊
さ
ん
な
ど
が
人
気
の
よ
う
で
す
。

　

青
少
年
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
い
ま
す
が
、
施
設
自
体
は
老
若

男
女
だ
れ
で
も
使
え
ま
す
。
ま
た
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

を
し
て
い
た
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
浴
場
も
備
え
る
な
ど
し
て
い
て
、

特
別
支
援
学
校
の
方
々
の
利
用
も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
こ
こ
は
青
少
年
の
た
め
の
教
育
施
設
と
い
う
性
格
も
あ
る
の
で
す

が
、
ご
家
族
や
お
年
寄
り
も
含
め
、
す
べ
て
の
方
に
と
っ
て
居
心
地
の

良
い
場
所
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
４
月
か
ら
館

長
と
な
っ
た
菅
野
牧
夫
さ
ん
。
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
施
設
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
15
年
目
を
迎
え
た
今
で

も
、
ま
だ
ま
だ
使
い
方
は
無
限
大
。
高
尾
の
森
わ
く
わ
く
ビ
レ
ッ
ジ

で
、
あ
な
た
な
り
の
活
用
術
を
探
し
て
み
て
は
。

▲野外炊さん場

▲研修室

▼宿泊施設
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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「元八王子」

はちとぴ
観光★

―特 撰―

この場所を
ご紹介します！

マイペースで
歩きましょう！

元
八
王
子
市
民
集
会
所
や
地
区
図
書
室
、

地
域
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併

設
。
正
面
を
走
る
高
尾
街
道
は
、
か
つ
て

道
幅
が
か
な
り
狭
か
っ
た
が
、
１
９
６
４

（
昭
和
39
）
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

自
転
車
競
技
用
道
路
と
し
て
拡
幅
整
備
さ

れ
た
。

❶元八王子事務所

高尾街道
北条氏照探究コース

★元
八王
子地域

を 知る！　その２
深～く

元
八
王
子
事
務
所
脇
に
あ
る
、
明
治
期
に

活
躍
し
た
自
由
民
権
家
、
山
口
重
兵
衛
の

功
績
を
称
え
、
村
の
有
志
が
建
て
た
碑
。
山

口
は
私
利
私
欲
を
捨
て
て
村
会
議
員
、
県

会
議
員
（
当
時
こ
の
地
は
神
奈
川
県
だ
っ

た
）
と
し
て
三
十
有
余
年
尽
く
し
、
１
９

１
６
（
大
正
５
）
年
に
60
歳
で
没
し
た
。

❷
山
口
重
兵
衛
の
碑
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あともう
少しだよ！

場所の紹介は
次のページに
続くよ

「
由
比
牧
」
を
流
れ
る
小
川
。
か
つ
て
は

両
側
に
盛
り
土
が
さ
れ
て
い
た
が
、
台
風

な
ど
の
と
き
に
し
ば
し
ば
浸
水
を
起
こ
し

た
た
め
、
近
年
に
改
修
工
事
が
さ
れ
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た
。
川
沿
い
に

は
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
緑
道
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。

❹野堀川 正
面
に
「
史
蹟　

由
比
牧
址
」
と
刻
ま
れ

た
碑
。
元
八
王
子
小
学
校
の
西
側
一
帯
は

弐
分
方
原
と
呼
ば
れ
る
広
い
平
地
で
あ

り
、
奈
良
・
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に

か
け
て
朝
廷
に
献
上
す
る
馬
の
飼
育
場

「
由
比
牧
」
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
と
言

わ
れ
て
い
る
。 ❸

由
比
牧
碑


